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１．第18回日本丸マスターズ

箱根湯の花高原
ゴルフ場、霧の中
ボールを無くしち
ゃいけないという
正当な理由のもと
見える範囲で打ち
ました。5 月 12 日（月）、第 18 回マスターズは、
3 大会ぶりの 2 ケタ参加者で盛り上がりました。
スタートは8:40 頃、なので横浜出発も早かった

っす。天気はまあこんなもんだったけど、だんだ
ん良くなって、富士山も見えたし、とにかく打っ
て歩いて良い一日となりました。

順位 氏 名 OutInGRSHDCP NET
優 勝 田村 芳樹 534810128.4 72.6 NP
準優勝 佐藤 精吾 534710026.0 74.0 BG
第３位 米岡 泰 525210428.4 75.6
第４位 川島 通明 525010226.0 76.0
第５位 山路 永司 565611235.6 76.4
第６位 松山 英明 535010324.8 78.2
第７位 坂井 猛二 525610829.6 78.4
第 8 位 高野 弘泰 605511536.0 79.0
第 9 位 伊藤 隆輔 536211534.4 80.6
第 10 位 小永井 晃 705912936.0 93.0 BB
第 11 位 本間 英臣 716313436.0 98.0
優勝は、「初出場・初優勝」の

偉業を成し遂げた田村さん。ニア
ピン賞も同時ゲット。ベスグロは
豪快に飛ばした佐藤さんでした。
おめでとうございました。

そしてその後は恒例となった感
の あ る 時 之 栖
（ときののすみ
か）で御殿場高
原 ビ ー ル を 堪
能。次回は 11
月 20 日(木)＋泊
まりで、同じ会
場です。もちろん第二部だけの参加も歓迎です。

２．第13回「海の日」前夜祭に出演

定演の一週間前なのに声が掛かった「海の日」
前夜祭。日本丸合唱団としては断るわけにも行か
ず、参加した結果が、商船大学同窓会誌「海洋」
10 月号に掲載され、木村機関長よりコピーをい
ただきましたので、抜粋転載致します。

◆第 13 回海の日前夜祭
（平成 20 年 7 月 18 日、ナビオス横浜）

今年も海洋会横浜支部、若葉会三管支部及び全
船協横浜支部の３団体共催により、帆船日本丸記
念財団の協賛のもと、恒例の「海の日」前夜祭が
開催されました。来賓 8 名のご臨席をいただき、
総勢 118 名の参加を得て盛大に催すこととなりま
した。（挨拶、乾杯の文章は省略）
参加者の喉の潤も進む頃、今年が三度目の出演

となる「帆船日本丸を愛する男声合唱団」30 名
が入場、リーダー大町正人氏の『見慣れた面々だ
が耳をカッポジッテ聞け（昨年は歓談に熱中、合
唱を妨げた）』との元気の良い挨拶で合唱は始ま
り、帆船乗りの歌を中心に練習を重ねたプロ並み
の歌声が会場に流れました。終わりに披露された
「白菊の歌」には会場からも加わり、前夜祭は大
いに盛り上がりました。（以降も省略）

なお、来賓の方々の肩書きは以下の通りです。
関東運輸局海上安全環境部長、横浜市港湾局横浜
港管理センター長、東京海洋大学学長、横浜船主
会会長、(財)帆船日本丸記念財団副会長、(社)全
日本船舶職員協会会長、(社)海洋会会長、参議院
議員（神奈川選挙区選出）。

３．第13回定期演奏会終了

７月 26 日
(土 )は 、 第
13 回定期演
奏会の日。
例によって
早々とお客
様が来て下さり、申し訳ないことこの上なし。シ
ーシャンティ 7 曲に続いて、LeeSide では、合唱
団としては初のゲスト、C.W.ニコル氏を迎えま
した。そして、ますみさんの歌に聴き惚れたあと
は、日本の歌で締め。アンコールに「港の見える
丘」と「Sailing」を歌って、無事終了。
来場者は 919 名とかでちょっと空席もありまし

たが、まあ「満席」ということで。

４．登山部よりのお知らせ

11月15日（土）に三つ峠登山を提案します。河
口湖駅から登山口までバスで行き、そこからジー
プの通る良い道をゆっくりで２時間、頂上です。
そこで、鍋パーティをして、１時間ちょっとで下
って、登山口からタクシーで温泉と言うのは如何
ですか。多分、天気もいい時期で、富士山が一番
綺麗に見えるところです。（本間部長より）
なお、名前はもっともらしく登山部ですが、実

態はハイキング部ですので、ご安心下さい。

［編集後記］ 今年やっと第２号です。古い農薬のせいで忙しくて、というのは冗談ですが、春のマスターズの報告も
定演の報告も、たまりに溜まってました。本号は写真集ということで、ご勘弁下さい。
私見ですが、「日本丸船歌」「白菊の歌」「ダンチョネ節」を歌って、ようやく日本丸らしい歌に出会えたと思いま

した。我々はもちろんシーシャンティを歌う「唯一の」合唱団ですが、これらの歌でようやく「日本丸」の合唱団にな
れたという気がしました。毎年同じのを歌うわけにはいかないけれど、こういう歌がいいですね。 （B2:山路）


